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問題点

▲接触電流の測定法は未確立

▲防護指針 → Chatterjeeら（1986）の古典的閾値測定結果

▲電気刺激に対する感覚閾値 → 性別・年齢・人種など

依存

依存

安全性に関する確証実験は不十分



目 的

▲さまざまな年齢の日本人男女で接触電流閾値を測定

▲年齢と性別を勘案した正常値の作成





結 果 （恒常法）

1. 刺激周波数別の閾値と年齢の相関

2. 男女別閾値曲線

3. 年齢別閾値曲線

4. Chatterjeeらによる従来の結果との比較
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結 果

▲閾値は、男性 ＞ 女性

▲いずれの刺激頻度でも、閾値は、高齢者 ＞ 若年者

▲ Chatterjeeらによる従来の結果よりも、閾値は低かった



考 察 ①

▲閾値は、男性 ＞ 女性
高齢者 ＞ 若年者

▲従来の閾値に比して低値を示した

▲電流刺激による知覚閾値に与える影響
・流れる電流の強度および周波数
・皮膚抵抗
・皮膚の湿潤度
・皮下脂肪の厚み
・表皮の神経線維密度

・末梢神経および中枢神経系の機能
・測定方法の違い（極限法 vs 恒常法）

従来どおり





結 語

▲ 日本人男女の年齢別接触電流閾値を明らかにできた。

▲ 接触電流の安全基準を規定する際は、年齢および性別を
考慮した正常値をつくり、安全域を決定する必要がある。

▲ 閾値に人種差があるという報告もあり、国際的な視点では、
人種要件を加味したガイドラインの策定が必要と思われる。


